
家庭科通信
⑦気持ちがつながる 家族の時間～わが家流団らんタイム～

にご協力ありがとうございました。
取り組んだあとの「おうちの方からの感想」とࠄАᦈἿをご紹介しま

す。

＜わが家の ワイワイ鬼滅 タイム＞

家族みんなが好きなアニメを一緒にみることは、このアニメに家族がはま

ってから、多々ありましたが、改めて、この時間の大切さを思い知る事がで

きました。

コロナになり、ステイホームが多い今だからこそ、この時間を大切にして

過ごしたいと思います。アニメを見るだけでなく、鬼滅ドンジャラも楽しか

ったです。親も子と同じ、童心に返って一緒に楽しむ気持ちを忘れずにいた

いと思います。

ἪἥἠඌἨἠἷẩ࠹అἹἕἴἨἼᦂἥἬἰẪ

ἤὝἜὓἜἯἠἕἴἨἿషὣݸԌἼἨἰἕἹ৩ἴἰẪ

＜わが家の 食事 タイム＞

普段、なかなか一緒に過ごす時間がとれないが、今回の課題を通して、と

もに過ごす時間の大切さを再認識しました。（母より）

ἛἕἨἜἴἰẪὛᾅάᾷὣϷἴἰẪ

＜わが家の ゆっくり タイム＞

おじいちゃんの誕生日を家族そろって、お祝いできたことをうれしく思い

ます。
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＜わが家の たのしく、ゆっくり タイム＞

ハッサクを食べながら、手作りコースターでゆっくりまったり温かい牛乳

にチョコレートを溶かして飲みました。とても良い時間でした。

ありがとう…



＜わが家の ワクワクウキウキほっこり タイム＞

トランプで「大富豪」をしました。最初は１～２回のつもりでやり始めた

のに、やってみると楽しく、みんな「あと一回」 と結局、長い時間、笑い×２

あり、あやつありの楽しい時間を過ごせました。また、休みの日にする予定

です。
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＜わが家の 食事 タイム＞

いつも食事は家族みんなそろってとるよう心がけています。

今回宿題ということで、はじめは何だか緊張していましたが、だんだんいつ

ものように楽しくおしゃべりし、笑いいっぱいの夕食となりました。こんな

時間をこれからも大切にしていきたいです。
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ἜἴἰἸἪẪ

＜わが家の ドキドキ テレビ タイム＞

できるだけテレビを見てる時間を少なくしたいですが、ドラマ、クイズを

見てみんなで話し合いながら家族の時間ができると思い、なるべくリビング

でみんなバラバラにならないように会話（笑い声）の多い家族でありたいで

す。

έὨᄧᎲὣἰὛἨἷẩ࠹అἹἰἠἦὤἿែἝἸἰẪ

ὤἸẪۄఅἸែὣἪἹẩ࠹

＜わが家の たのしい 時間＞

最近は仕事で忙しくて、家族３人で一緒にゲームをすることができず…

子供の誕生日に久しぶりに３人でゲームをしました。ワイワイ言いながら、

ゲームをして、楽しそうなわが子の顔を見られて、私もとても楽しかったで

す。

అἸ;ἨὛἼὶ̵ᾤἝἸἷẩὙἜἴἰẪ࠹



＜わが家の 楽しく仲良く タイム＞

なかなかみんなが集まる事が少なく、できるだけ夕飯は一緒に食べるよう

にしています。だから、そのときにいろいろと話して過ごします。兄弟で腕

相撲したり、ゲームの話をしたり、特別に団らん時間をとることはできませ

んが、たまにトランプをしたりします。意識して作ることもしていこうと思

いました。

＜わが家の 久しぶりのトランプ タイム＞

家族みんなが揃うことが最近はなくなってきたなか、久しぶりにみんなで

楽しくトランプをすることができて、良かったです。
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＜わが家の ゆったり楽しみ タイム＞

日々、習い事で忙しいので、私達のところへ来ているときがゆったりでき

るのかなあと思っています。テレビを見たり、ゲームをしたりですが。私達

の頃は野山をかけまわったりしましたが、今の子供達はテレビやゲーム、お

話もあまりないようです。

＜わが家 もぐもぐ タイム＞

家族みんなで一緒に食事をできるだけとるようにしていますが、今回、子

供がおみそ汁とお好み焼きを作ってくれて、お兄ちゃんに手紙と父母にコー

スターをプレゼントそてくれて、とてもうれしかったです。家族の絆がより

一層深まりました。ありがとう。（母より）

上手に料理してくれて美味しかったです。トランプをして、楽しい時間を過

ごせました。（父より）
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